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Ｑ１:どんな人達が研修に参加しますか？

地域の健康のために働く保健開発ワーカーが

アジア諸国から参加しています。

（今年の研修生はp４－５で紹介）

Ｑ２：どのような研修を行っていますか？

参加型、合宿型研修を行っています。 

（合宿の様子はp６－７で紹介）

Ｑ３：参加型研修の特徴って？

１）立ち返る、問い続ける 

ＡＨＩ国際研修には基本的に大切にしてい

ることがあります。

☆参加者一人ひとりが学びの素材

・・自分の経験、知見、悩みを共有。

☆チームの力

・・チームみんなでの深い学び合い。

☆大事なのは学ぶ過程

・・学びの過程を見つめる。

議論を進めていくと脱線しがち。大きくそ

れた時にはこの原理原則を示し、立ち返る

よう働きかけ、問い続けます。

２）じっくりどっぷり 

研修の目標、内容、方法 etc、全ての運営を

研修生が担います。また、自身の課題のみな

らず、他の研修生の課題も自分事として向

き合い、とことん話し合います。一方で職員

は過程を見つめ、時に進行を止め、意見を促

し、研修生がどう参加しているかをじっくり

捉えます。

国際研修を知りたい！
みなさん　国際研修と聞いてどんな内容を思い浮かべますか？

研修職員にインタビューし、いちサポーターなりにＡＨＩ国際研修を深堀りしてみました。

Ｑ４：結局のところ、研修生は何を持ち
帰っているのかな…

研修生たちは研修中に、元々備わっていた力

が引き出され、変化していきます。 

☆変革を生み出す力

・・現状を変える力 

☆ファリシテーターとしての力

・・主体的に行動する環境を生み出す力 

☆コミュニティの対立を解決する力

・・地域社会をよくする力 

この三つの力を各々のフィールドに持ち帰

り、生かし、かつ本人だけでなく周囲に波及

し、地域に根付いていく。それがＡＨＩの願

いです。現場に持ち帰ってからが本番です。

研修職員へのインタビューから編集委員が印象に残ったこと：参加型研修って何だろう？／研修生が言っていた「僕たちは強い絆。同じ方向に向かっている」
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は、場をつくったり、研修生の様子を観察したり、アイデアはないか、研修生に問いかけたり。自分だけで学ぶのでなく、他の人の学びを自分の中に落とし込む

なんとなく、
理解できたようないないような…。

　まだまだ入口に立ったところ。実際の研修を
　見てみたい！ 
人が持っているものを引き出す。職員はそのお
手伝いをどうやってするのかな？ 
　参加型研修は保健開発ワーカー育成のみなら
　　ず、様々なこと（例えば育児）にも通じる　
　　　ものがあるのではないかな。

イラスト：rikondo.

ＡＨＩ初心者。
バドミントンとカワセミ
が大好き！アラ還主婦。

「他の人が何を言おうとしているか、理解・努力しようとしている」って具体的にどうやってる？／その情熱は何なのか？何が原動力になって、この研修に参加するのか？／
過程とは？／研修を通して、共同生活を一緒に過ごすだけではない、終わった後も続く、深い繋りが感じられるようになった。／研修職員が何かをするというより
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の� 見��ど�こ�ろ2023年国際研修
（8月28日～９月24日）

テーマは、「変化をつくりだす次世代育成」。
2020年はコロナで延期され、その後オンラ
インで実施されてきました。今年は既にオン
ラインでの研修に取り組んだ５か国10人が
来日して行われます。既に知り合い、初め
て対面で過ごす研修はどのような時間にな
るのでしょうか？

2023対面

2022オンライン

2021オンライイン

2020
コロナのたため延期

待ちに待った対面！
準備段階の研修生からは「あれもこれもした

い」と大きな理想が語られています。対面での

限られた時間の中で、向き合える課題は三つか

四つ。研修生たちはお互いにどのように関わり

あい、どんな気づきや手ごたえを見つけていく

のでしょうか。

◆研修の様子は随時発信

髙田：オンラインの研修や準備会合ではデジタルツールば

かりを使ってきたので、今度はアナログに徹してみたい！

手間暇をかけるからこそ得られるものがあると思います。

日々、それをみんなで感じられたらいいな…。

研修生たちの変化に注目！
2021年のオンライン研修では、ＡＨＩが何か

してくれるとやや受け身に見えたリハンさん。

今では、他の研修生を見守ったり、自ら他の

研修生に発言を促したり、変化を恐れずいろ

んなかかわり方を試みています。研修生同士

の関係性が変わり「やってみよう」という変

化が生まれています。対面研修でそれぞれの

研修生にどんな変化が生まれてくるのでしょ

うか。

研修職員のわくわくドキドキ

大熊：これまでのオンラインでは少しいいかっこをしていたかも!?　体当たりで

やってみたい! 元研修生にもかかわってもらう場をつくるなど、新しい取り組み

もある中で、私自身も研修でいろいろチャレンジしていきたいです。

FacebookAHIweb

上３段目左から２番目がリハンさん

左：大熊、右 : 髙田
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アマン リバーサイド開発協会

リハン 調査政策提言
社会変革研修協会

ハシャム 前に向かう青年会

テリーム ブルー・ベインズ

アヤ カマソム村�カヤンコ地区青年会 ショルナ 障害開発センター

サラム 障害開発センター

ペトリック バタック・プロテスタント教会
　　　　　　　　社会福祉部局

ラクシリ 全国漁民連合

タクサ 全国漁民連合

スラム地区で人権啓発活動、保健医療サービスの
提供、若者グループ結成などの活動をしています。
私が知っている日本の有名人はマンガやアニメの
キャラクターばかりです。 ナルト、ピカチュウ、
ルフィ、キラ、アスタ、もっとたくさん知っていま
すよ。
日本で食べてみたいもの
はチキンカレー、ラーメン、
味噌汁と和牛ですね。
お酒にも興味があります。

大学生ネットワークを作り、若者
による若者のための人権啓発、擁
護活動をサポートしています。
私の国、パキスタンは文化、環境面

で多様です。高い山、
緑の渓谷、砂漠、氷河、
暑さ寒さ、食べ物も様々

です。いつか登山
家になって雪に覆
われた気高いパキ
スタンの山々の頂
に立ちたいです。

児童労働の問題、若者の為の活
動に力をいれています。リハン
さんの団体と一緒に三つの村の
若者のために進学手続きや学習
サポートを行っています。
みんなで話し合うたびに発見が
あり、いろいろな意見を取り入
れることができるようになった
かな。

女性に対する不平等な社会的習慣が根強く残る地域で、若い女
性グループの話し合いの場をつくり、さまざまな情報を交換で
きるようにサポートしています。
休みの日には趣味のグラフィックデザインをして過ごしてい
ます。日本に行ったら豆腐とラーメンが食べてみたいです。
何か問題が起きても ｢どんな出来事にも理由がある｣ と思って
がんばっています。

ミャンマーとの国境に近い山あいの村で環境
保全活動やスポーツイベントなどの地域活動
に関わっています。
オンとオフをうまく切り替えて、
晴れ間を見つけては洗濯してい
ます。オンライン会議の時着て
いたセーラーカラーの服、
あれは“セーラームーン”
なのです、うふふ。

障害者の人権保障や社会参加促進のため当事者や家族グル
ープを作り交流、助け合いの場を提供しています。
日本と言って思い浮かぶのはまず桜、勤勉な人々、礼儀正
しい子どもたち、サムライ、アニメそしてテクノロジーの
国ですね。私は村上春樹のファンで

『海辺のカフカ』がお気に入り。日本
でフワフワのチーズケーキ、ウナギ、
オムライス、ホンモノの天ぷらや
ラーメンも食べてみたいな。

ショルナと同じ団体で活動しています。

お寿司と日本の魚が楽しみ。

ぼくがおすすめするバングラデシュのいい

ところはなんと言っても自然の美しさです。

休みの日はクリケットやフットボールなど

のスポーツ観戦を楽しんでいます。

スマトラ島北部の高地で暮らすバタックの若者に ＨＩＶ /
エイズの啓発や収入向上活動の支援をしています。
バドミントン、フットサル、水泳、卓球などスポーツならな
んでも大好きで、休みの日には友達と楽しんでいます。バド
ミントンの桃田選手がインドネシアでは有名人ですよ。
困っている人たちみんなの為に尽くしたいと思いながら毎
日働いています。

若者たちが主体になって植樹、地域
清掃、防災活動ができるように22
年間サポートしています。
今回一緒に参加するタクサさんは
自分の意見をはっきり言ってくれ
る大切な存在です。

全国漁民連合には学生のころにボラン
ティアとして参加していました。今は
生まれ育った地区のコーディネーター
をしています。
一緒に参加するラクシリさんはとても
穏やかでみんなから親しみを込めて

「ラッキー」って呼ばれていますよ。

イラスト：首藤光子
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２階

地下

１階

註：実際の時間は、研修が進む中で決めています。
イラスト：赤尾彰子
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ボランティア紹介

日進 点字クラブ ポツポツ

『アジアの健康』ができあがるまでには、たくさんのボランティアに支えられています。
今回はその一つ、愛知県日進市で活動する点訳ボランティアのみなさんにインタビューしました。

写真以外にもメンバーは３人

〈『アジアの健康』点訳本をご希望の方はＡＨＩまで〉

実践教室用で使う教材。打つ時は右から左

ＡＨＩニュース No.404 2023.9.1

　ポツポツのメンバーは10人。パソコンのアプ

リを使って点訳するのは市の刊行物や、時には

個人から依頼のミュージカル台本や大学の教

科書、炊飯器の取説なんてものも。

　『アジアの健康』点訳本は、現在お一人の会

員にお届けし、事務所でも利用できるようにし

ています。点訳本利用者からは、「会報の発行

回数が減って寂しい。会報はきれいな点字」と

の声が寄せられています。

　「点字を打つ作業は、地味で根気が必要」と

いうみなさん。どうして続けられるのでしょう。

　あるメンバーの心に残っているのは、教科書

の点訳が始まった時に「みなさん、アヤコさん

（点訳依頼者）のために頑張りましょう」とい

う代表・村瀬さんの一言。この素敵な言葉に「こ

こでやろう」と思ったそうです。

　コロナ禍でメールのやり取りだけになって

も、仲間の存在が活動を支えていました。

　ポツポツの活動としてもう一つ大事にして

いるのが、小中学校

の福祉実践教室で

す。子どもたちは点

字板を使って自分の

名前を打ち、それを

視覚障害者に読ん

でもらうと、「点字

が通じた」と、とても喜ぶそうです。

　「大きくなったらお手伝いしたいので活動を

続けてください」と児童から励まされたり、高

校生になった生徒がボランティアにきたり、点

字だけでなく、ボランティア活動が次の世代に

繋がっていると実感できたといいます。

　工夫が必要な写真や図の点訳。たとえば写

真につけられた「左から何番目が〇〇さん」と

いう説明も、「『どうせ見えないでしょ』と省く

のは、読む人に失礼。書かれていることすべて

を点訳する労力は惜しみません」。きっぱりと

した口調に、点字を通して視覚障害者と誠実に

向き合う姿がありました。

　村瀬さんの悩みは、メンバーがなかなか増え

ないこと。「忘年会もあるよと誘ってるんだけ

ど」というと、「私もそういって誘われた」と

一同大笑い。和気あいあいとした雰囲気が伝

わってきました。

※点訳ボランティアに興味のある方は日進市社会福祉協議会まで。

TEL：0561-73-1950　FAX：0561-73-1990　　：info@ahi-japan.jp 　website：https://www.ahi-japan.jp　Facebook：https://www.facebook.com/AHI.JP/

発行所：公益財団法人 アジア保健研修所 ( ＡＨＩ ) 〒470-0111愛知県日進市米野木町南山987-30　　発行編集責任者：斎藤尚文
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皆さまからのご寄付・会費は、ＡＨＩが目指す「誰もが尊重され、
健康に暮らせる社会」づくりのための活動に使わせていただ
いています。ご寄付・ご入会の詳細は、こちらのＱＲコードから。

新スタートをきった今号は、編集委員ボランティアと職員
にとって、挑戦の連続でしたが、ようやく発行にこぎつけ
ました。これからも、読者の皆様がＡＨＩをより身近に感
じる会報を作っていきたいです。（関口）

ご寄付・賛助会員募集中 編 集 後 記
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